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社会

介護福祉コース必修選択

30 

＜一般目標： GIO>

実習 lにおける学びの振り返りを行い、実習 IIでの実習目的・実習課題の明確化をはかり、施設実習に向けての心構えを

作る。

＜行動目＿標： SB0> 

1、実習施設の理解を深める。

2、施設職員の業務及び役割を理解する。

3、実習における自己課題を設定する。

4、実習における態度倫理を学び、学習への心構えを確立する。

5、個別介護のあり方について学び、個人の尊厳やプライバシーについて更に深く学ぶ。

6、地域において施設の果たす役割について理解できる。
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※SBO番号欄は該当する行動目標(SBO)の番号を
記入して下さい． （必要に応じ罫線を引いて下

S80 
さい．）

番号I学習方法・学習課題又は備考・担当教貝
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【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

中央法規出版 岡山県介護教育研究会 介護福祉演習ノート l 「介護福祉活動における基本技術」
教科書

（必ず購入す
る書籍）

参考書
必要時推薦します。

その他の資料
1随時配布いたします。

【評価方法】

出席および授業態度

試験

【履修上の留意点】

演習が中心なので、授業を聞くというのではなく、授業に参画するという気持ちで

出席してください。
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